

































の諸文化習合としての仏教が日本に伝えられ、さらに日本文化と習合 ることによって国民生活の中に広く受け入れられたわけです。つまり、外来文化としての仏教は、日本文化 習合する よって始めて定着化することに成功したわけです。この変容 、定着化した仏教が仏教民俗であり、仏教民俗学の研究対象となるわけです。　
さらに藤井氏は、外来文化であった仏教が日本文化の中に定着して日本仏教となるプロセスにはふたつの方向性が





職）側が土着の民俗（多くの場合は民間信仰）を排除することなく、あらゆる仏教教義を用いてそれに何らかの意味付けを与えて仏教行事化することです。この場合重要な点 、地域社会に伝承されて た在来の民俗（民間信仰）を俗信などとして全面的に否定 の はなく、相手を尊重する立場に立つことになります。これ 藤井氏は仏教用語を使って「和会通釈＝会通」と言っていま 会通を『広辞苑』で引いてみると 「一見矛盾対立するように見える説を合わせて互いに意味が通じるようにさせること 調和的解釈を施 こと」とあり、原理主義者からす ば受け入ることはできないかも知れませんが、相手の幸福を第一に考えるという立場からすれば 積極的に評価できる考え方です。　
藤井氏はこうしたふたつの方向性、つまり「仏教の民俗化」と「民俗の仏教化」の相互作用によって生まれた姿が
日本仏教 あ と見なしています。そ 、このこ は日本ばかりで なく、インド
・中国
・朝鮮半島においても見














































































面を削ってそこに戒名を書いたものをホトケ棒と呼んでいます。こ 他、卒塔婆を寺に貰いに行くことを「ホトケ迎え」と言っている地域も多いのですが、これは卒 をホトケ 呼んでいたことの名残り あると思われます。　
岩手県内に伝承されている「マイリノホトケ」で用 られている黒本尊とか黒ボトケ 呼ばれている木像も仏
・菩
薩を意味する「仏」ではありません。 「マイリノホトケ」というのは毎年十月、本家の先代の命日に当たる日に同族の者たちが本家に集まって会食する行事のこと 。そ 折、昔、葬式の時死者に引導を渡す際に用いていたとされているのが黒ボトケなのです。　
これと同じように、東北地域に養蚕の神として信仰されているオシラサマ 御神体をオシラボトケと呼んでいるの














































に対して 肯定的な面を見せています。例えば、兄弟五人が全員故郷（兵庫県福崎町）を離れてしまい、生家である松岡家の先祖を祭る者がいなくなったため 柳田が提案して、地元の寺院境内に祭祀場を設け、供養を依頼しているのです。もしも柳田が本当に仏教嫌いであったのであれば、仏教寺院にそうした祭祀場を設けることはなかったはずです。柳田と妻孝の夫婦墓のある 奈川県川崎市生田の春秋苑は、浄土真宗本願寺派寺院が経営す 墓苑で、ここに墓を求めたもの柳田自身でした。さ に柳田の葬式も仏式 行われてい 弟子の証である戒名も与えられているのです。　
こうした事実から推測しますと、柳田は熱心な仏教信者であったわけではないけれども、かといって仏教そのもの












のふたつです。　「主題としての日本」というのは、日本全体を研究対象として、日本全体の行く末を考えようとする国憂の思想です。ここは本居宣長たちの近世国学と共通していますし、 「我日本の柱とならん」と宣言した日蓮聖人の思想とも重なり合います。そして②の「問いの学問」 いうのは、自分たちの生活をよりよくするのは自分たち以外にはいないということを自覚するための学問です。自分たちの生活をよりよくするためには、現在の生活の問題点を自ら問うことから始めなければなりません。その上で、その問題点を解決して、新たな社会 構築するため 資料として、自分たちの生活文化（民俗）の歴史を国民自身が明らかにすることです。これが柳田の求めた国民の意識改革を目指す新たな学問、民俗学なので　国民自身が主体となって新たな社会を構築するべきであるとする柳田の思想を、私は創造主義民衆史観と名付けて
います。この柳田の創造主義 衆史観 が、 『妙法蓮華経』の影響を受け るのではないかと思われるのです。　『妙法蓮華経』は諸経の王と呼ばれ、釈迦の教えを説く経典の中で最高の教えとされています。数種類の漢訳本が知られていますが、わが国で広く流布したのは鳩摩羅什訳です。それは二十八品から成り 前半十四品を迹門、後半十四品を本門として区別されています。前半部で最も重要とされる 第二品「方便品」 、後半部で最も重要とされているのが第十六品「如来寿量品」で 創造主義民衆史観 深い関係を有する が本門最初に位置付けられ 「従地湧出品」です。　迹門最後の第十四品「安楽行品」において、仏（釈迦）が法華行者の心掛けを説き終わるところから『従地湧出品』





また、何かが、救ってくれると思って待っていたのでは、結局は解決されないということ ある」と指摘していまが、ここがまさに民衆 自立精神を促す法華思想であり、日蓮聖人によって受け継がれ いきます。　
民衆の自立精神を促す『法華経』の教えを広めるため、建長五年（一二五三）四月二十八日の早朝、日蓮聖人は生
まれ故郷の清澄寺において立宗宣言をす ので 。その後幾多 苦難を乗り越えながら、民衆の能力を信じ、民衆自身の自己改革を通じ 社会改革を目指しま 。　
柳田國男の創造主義民衆史観もまた、国学者に見られる愚民思想とは異なり、民衆の能力を信じ、民衆の意識改革



















民の遺体の処置は雑で、野山に放置するだけのいわゆる遺棄葬と呼ばれるような状態であったと推測する人もいます。しかし「魏志倭人伝」には 三世紀ごろの日本列島においてきち し 葬儀が行われ、墓が築 れていたことが示されています。また、山口県下関市豊北町 ある弥生時代の埋葬遺跡とし 有名な土井ヶ浜 跡からは三百体の埋葬人骨が発見されていて、そのほとんどが頭部を東にして顔が西を向くような姿勢を取る仰臥屈葬されており、また頭骨だけを集めた二次葬（改葬）である集骨葬も確認されていて、ある程度の霊魂観や他界観念を有していた 思われます。もちろんこの時代に僧侶はいませんから、近親者や村人だけで葬送儀礼が行われ いたのでしょう。　
では、日本において葬送儀礼に仏教僧侶が関与するようになるのはいつの頃からなのでしょうか。 『続日本紀』によ






与することはなく、国民の葬儀に僧侶が関与するようになるのは個人救済を目指した鎌倉仏教の僧侶たちであったとしています。 いっても、鎌倉時代からすでに葬式仏教が広く流布していたわけ はありません。鎌倉仏教が全国各地に布教され 中で、各村々に寺院が建立され、僧侶が村に住み着 て村人の日常生活に深く関与するようになり、葬式仏教が次第に受け入れられていったと考え るわけです。　
では、その時期はいつ頃 ことだったのでしょうか。圭室諦成
・文雄親子の研究によりますと、現在の寺院分布の
大筋が出来上がるのは応仁文明の乱以降の十五世紀中頃から江戸時代初期の十七世紀中頃までのおおよそ二百年間 、この間に仏教各宗派が競って全国の村々に布教活動 行い、葬式を中心に寺と檀家と う関係が構築さ ていき した。寛永八年（一六三一）に幕府から「新寺建立禁止令」 出されており、この年までには浄土真宗を中心に仏教各宗派の寺院が全国各地の村々 建立 ていたと考えられるわけです。　
ここで注意しておかなければならないことは、キリシタンを始めとする禁教政策の一環として取り入れられた寺請







の役目です。葬式仏教は本来的に否定されるべきものではないはずです。問題なのは、仏教寺院 僧侶 が葬送儀礼をど ように位置付けて、これにどのように関わ のかということです。　
圭室文雄氏によりますと、一九六〇年代を境 葬式
・法要が葬儀業者を中心に行われるようになり、僧侶は脇役の
地位に甘んじる なってしまっ るということです。葬儀業者が演出家で、僧侶はその指図通りに動く役者でしかないとまで言われています。別な言い方をすれば、僧侶はもはや人を慰 人の死に何らか 意味付けを与える宗教者ではなく、出演料をもらうだけの役者になってしまってい ということに りま　
最近では「墓じまい」といって、都会に移住した人たちが故郷 墓参に帰るの 面倒がり、先祖の遺骨をすべて掘
り上げて寺に預けてしまうことも見られるように ま 。その際、我々 価値観から れば遺骨は白木 箱に納めて胸に抱いて運ぶと うのが常識なの が、ダンボール 詰めて宅急便で送りつけることも平気 なされているようです。　
さらに長野県上田市では、葬儀に車に乗ったまま参列できる その名も「ドライブスルー葬儀場」が計画されてい














葬送儀礼の簡素化は死者の軽視につながる問題だと考え れ す。死者を粗末に扱う社会は生者も大切にしない社会となってしまうのではないでしょうか。では、どうすればよいのでしょうか。簡単 結論を出すことなどできませんが、やはりこの問題を解決 るのは、柳田國男 創造主義民衆史観に立って、国民自身が主体的に解決する以外 方法はありません。　
その際考慮しなければならないのは、やはり我々日本人の霊魂観と他界観でしょう。死体は穢れているとか、死後











のようなものがよいのかを考えなければなりません 成り行きにまかせたままでいいわけはないのです。そこで必要となるのが仏教民俗学の視点です。僧侶が葬送儀礼に関与すること 人々は心 平安を得られるのですから、仏教と民俗 の習合を計らなければなりません。 「空」の思想から霊魂を否定すれば、元々葬送儀礼など必要ないのです。ころが現在 大多数の日本人は霊魂の存在 信じています。霊魂の存在を信じていながら、その霊魂を粗略に扱う葬送儀礼が進行しているわけですから、おそらく精神的破綻を招くことにな のではな でしょうか。 た、日蓮宗では魂の鎮まる場所は、釈迦 「法華経」 説いた霊鷲山だとされていますが、そ 教義を海上他界観や墓地他界観を有している人々に一方的に押しつ たとしても、おそらく心の平安 与えることにはならないでしょう。ここに「仏教の民俗化」と「民俗の仏教化」というこ 考えられなければなら いわけで 非常に困難 問題ですが、 れまでも日本人 こ ふたつ 向性で仏教と民俗との融合を成し遂げてきました た、仏教 は会通という ばらしい智慧があります。その会通という智慧を使 で乗り越えて行 こと できるの はないでしょうか や、乗り越えて行かなければ心を失った、手抜きされた葬送儀礼が ます広まっ 行くば り 、人々の心を癒 ことなどできな でしょう。
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